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海
外
日
誌
三
二
）山

本

一
清

六
月
二
日
（
且
）

朝
九
時
か
ら
二
丈
皇
Q
十
暗
牛
頃
、
水
野
、
安
藏
、
田
中
、
蜂
谷
四
氏
が
訪
れ

て
來
ら
れ
お
の
で
、
天
交
嘉
の
内
外
、
望
蓮
鏡
や
天
騰
爲
虞
な
ご
を
案
内
．
し
乗
。

美
し
い
日
和
で
、
青
セ
定
し
乳
ロ
τ
ン
の
上
で
爲
眞
な
ご
取
つ
雲
の
も
好
か
つ
負

　
夕
方
、
シ
ヤ
プ
ソ
ー
皇
長
オ
小
マ
セ
ン
ラ
ン
雲
申
の
攣
光
星
に
瀕
し
て
、
い
ろ

ぐ
ミ
話
す
。

　
今
日
ば
少
々
風
邪
の
氣
味
◎

六
月
一
昌
日
（
火
）

　
今
日
午
後
、
天
井
塵
内
で
南
米
コ
ル
ド
バ
か
ら
訪
問
ぜ
ら
れ
カ
G
パ
ド
ク
氏
に

面
良
し
六
〇
始
め
、
知
ら
す
に
自
分
に
践
奄
福
長
宅
に
案
丙
し
て
行
っ
て
、
あ
ご

で
紹
介
ざ
れ
て
其
れ
ビ
分
つ
象
や
う
な
次
第
Q

　
始
め
て
撮
ら
れ
穴
書
い
ふ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
首
丈
豪
全
艦
の
飛
行
機
上
か
ら
の
爲

眞
が
、
薪
腸
の
切
サ
援
き
定
し
て
天
馬
蔓
の
掲
示
板
に
ば
ら
れ
て
あ
る
。
立
派
な

出
來
ば
え
で
あ
る
。

夜
、
ソ
デ
ナ
で
瀞
プ
音
樂
會
の
演
奏
た
き
く
。

穴
月
四
日
（
水
）

　
A
｝
日
か
ら
小
マ
セ
ラ
ン
曇
賦
の
べ
「
チ
爲
目
呉
な
　
詞
香
…
し
始
め
ろ
。

　
午
後
二
暗
過
ぎ
、
英
子
書
共
に
瀞
ス
下
ン
南
俸
車
場
か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
、
ニ

ウ
ト
ン
町
へ
行
き
、
C
N
ホ
ー
ム
ズ
夫
人
に
迎
え
ら
れ
て
、
ア
ー
－
ー
ン
ト
ン
通
り

の
同
氏
宅
に
案
内
さ
れ
、
こ
・
で
生
人
に
五
爵
。
二
階
の
書
齋
に
通
さ
れ
て
、
天

文
の
こ
定
や
、
一
般
サ
イ
エ
ン
ス
の
こ
書
、
そ
れ
か
ら
上
し
の
ケ
ン
プ
リ
ヂ
の
話

潜
聞
い
煙
り
す
る
〇
懸
紐
頃
か
ら
同
夫
妻
ぜ
自
働
車
に
乗
り
、
一
骨
リ
ニ
ウ
㌃
ン

町
の
案
｝
内
を
し
て
貰
つ
叡
バ
後
、
韓
㎝
じ
て
コ
ン
モ
ン
エ
ル
ス
街
為
一
員
す
ぐ
に
が
ス
ト

ン
に
入
り
，
ニ
ウ
ベ
リ
ー
街
の
雲
州
公
司
で
ハ
イ
カ
ラ
な
支
那
食
た
い
糞
穿
き
、

後
、
ケ
ン
プ
サ
ヂ
ま
で
途
ら
れ
て
廉
宅
し
れ
。
ー
ー
愉
快
な
孕
目
で
あ
っ
雲
。

六
月
ヨ
日
（
木
）

　
夕
方
散
歩
。
後
入
時
か
ら
自
分
だ
け
天
文
蔓
の
天
文
談
話
會
に
出
席
Q
ラ
イ
テ

ン
氏
の
「
星
の
質
量
定
光
度
」
、
ベ
ノ
・
り
教
授
の
「
南
方
の
銀
河
の
研
究
」
の
二
講
演

が
あ
っ
t
q

六
月
六
日
（
金
）

　
午
前
中
、
英
子
に
天
交
蔓
へ
來
て
る
て
．
パ
サ
デ
ナ
か
ら
三
っ
て
來
ヵ
ミ
ス
・
ハ

」
ウ
ド
に
會
ふ
つ
も
り
で
る
糞
が
、
ミ
ス
の
方
が
何
か
の
差
支
へ
で
、
來
な
か
つ

糞
。

画ハ

諮
謫
冝
i
土
）

　
今
日
か
ら
．
べ
ー
チ
版
為
測
る
Q

　
夕
方
、
北
澤
氏
、
そ
れ
に
次
い
で
上
井
田
中
蜂
谷
三
氏
も
來
訪
。
お
そ
く
ま
で

話
す
。

六
月
八
日
（
日
）

　
朝
十
時
牛
、
約
束
の
通
り
ハ
ー
プ
ー
ド
廣
場
で
藤
原
氏
♂
會
し
，
三
人
で
電
車

仁
乗
り
、
コ
ン
コ
ー
ド
に
遊
び
、
宵
戦
場
や
エ
マ
ー
ソ
ン
舘
や
ス
リ
ー
ビ
ー
ホ
ロ

L
墓
地
あ
穴
り
奄
歩
く
σ
天
城
に
餓
リ
好
く
な
か
つ
れ
が
、
先
き
に
、
未
だ
雪
の

あ
る
七
癖
☆
時
ビ
ば
全
く
景
色
が
違
っ
て
．
い
か
に
も
春
の
の
ご
け
さ
が
あ
っ
療

録
途
、
ア
ー
リ
ン
ト
ン
高
地
の
日
光
亭
で
食
事
し
、
そ
れ
か
ら
北
ケ
ン
プ
サ
ヂ
の

藤
原
氏
宅
で
暫
く
休
ん
で
、
夕
方
昂
宅
。

震
月
九
日
（
月
）

　
午
前
申
、
瀞
ス
ト
ン
へ
行
っ
て
檜
電
下
ラ
ン
ス
フ
ナ
マ
ー
を
買
ふ
。

　
午
後
ば
天
丈
・
憂
。

六
且
や
日
（
火
）

　
午
後
西
時
牛
、
セ
ー
レ
ム
か
ら
態
々
ア
ダ
ム
ス
夫
人
定
ロ
ー
ザ
エ
、
ン
ド
嬢
言
が

天
文
壷
へ
塗
観
に
來
ら
れ
れ
の
で
、
例
の
如
く
二
一
や
模
型
や
望
遠
鏡
な
8
。
秘
見

、
魁
、
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
分
類
法
な
ご
に
つ
い
て
少
し
立
入
つ
穴
説
明
な
ご
し
象
。

六
時
頃
、
二
氏
た
案
内
し
て
宅
へ
昂
り
、
英
子
の
料
理
の
日
本
食
を
饗
し
六
。
ロ

ー
ザ
鴫
ン
ド
嬢
の
箸
の
持
ち
密
な
ご
、
．
う
ま
い
も
の
で
あ
っ
た
。

山
流
　
田
申
蜂
谷
爾
買
玉
貼
訪
O
ロ
ン
ド
ン
の
土
申
口
話
な
．
守
や
誘
く
O

三
五
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六
月
増
円
環
（
水
）

　
午
後
四
時
か
ら
、
シ
ャ
プ
ー
蔓
長
の
招
き
に
よ
り
，
夢
解
一
同
匡
墓
長
宅
の
南

園
で
テ
イ
た
環
く
Q
英
子
艮
日
本
服
で
列
席
。
之
れ
が
今
年
度
分
の
テ
イ
の
最
終

ら
し
い
O
來
週
か
ら
各
自
夏
休
み
為
亡
ろ
こ
ビ
定
な
ろ
O

　
夜
、
レ
デ
ナ
の
二
重
欝
音
器
な
組
立
て
糞
。

今
口
の
ト
ラ
ン
ス
グ
リ
。
フ
ト
紙
に
「
空
室
か
求
む
言
い
ふ
廣
皆
た
出
し
陪
一

i
さ
て
、
侮
ん
な
手
鷹
へ
が
あ
ろ
か
？

六
月
↑
二
目
（
木
）

　
小
マ
セ
ラ
ン
雲
申
の
攣
光
星
入
十
七
個
日
．
週
期
決
定
「
先
づ
終
了
。
結
果
た
シ

ヤ
プ
レ
イ
豪
長
に
提
出
し
，
午
後
か
ら
ば
直
ち
に
大
マ
ゼ
ラ
ン
雲
に
取
り
か
、
る

夜
、
昨
日
の
増
音
器
よ
く
働
ら
き
、
會
々
ク
ー
－
1
ヴ
ラ
ン
ド
で
開
會
中
の
レ
パ

プ
”
カ
ン
曽
黒
の
大
倫
日
の
漁
俣
一
稼
存
毒
、
く
。

　
日
本
の
新
内
閣
諸
大
臣
の
顔
振
れ
准
知
る
〇

六
月
十
“
昌
臼
（
金
）

天
丈
豪
の
前
塵
に
に
美
し
い
花
が
喫
善
、
凱
れ
て
、
蹄
入
実
ち
ば
大
喜
び
、
窓
外

に
新
線
の
盛
り
で
あ
ろ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も

　
夕
食
に
に
望
1
．
ン
州
の
鮭
で
さ
し
み
為
昧
に
ふ
。

　
夜
．
瀞
ス
ト
ン
の
ト
レ
モ
ン
ト
會
堂
の
新
ソ
デ
ナ
霞
目
所
か
ら
禮
舞
式
が
き
こ

え
る
Q

曲（

氏
�
l
B
（
土
）

　
新
聞
廣
告
に
よ
っ
て
十
通
ぽ
か
り
貸
室
申
込
の
手
紙
が
來
六
〇
そ
の
申
で
リ
ニ

ア
ン
通
の
ミ
セ
ス
・
ホ
ラ
ン
ド
の
宅
か
一
番
好
さ
そ
う
塚
の
で
・
今
朝
樹
勤
の
途
中

で
寄
っ
て
三
農
。
同
家
族
が
近
々
田
舎
に
瞳
称
す
る
の
で
其
の
不
在
申
々
借
り
て

瞥ハ

ﾐ
六
い
の
だ
ぜ
い
ふ
。
総
て
の
フ
ア
ニ
チ
ユ
ア
を
虻
ハ
の
ま
㌧
に
し
て
置
く
ビ
言

ば
れ
ろ
か
ら
有
難
い
。
午
後
再
び
英
子
ざ
共
に
見
に
行
っ
て
、
い
よ
く
借
り
る

虐
決
定
し
象
。

　
新
電
池
た
使
っ
て
、
レ
デ
ナ
大
成
功
1
ー
ポ
ス
ト
ン
の
音
樂
が
室
内
に
響
吾
互
ム

三
月
十
澱
日
（
日
）

　
か
†
凶
醐
山
「
、
、
レ
デ
ナ
で
逆
な
が
μ
ら
楠
鑑
ポ
ー
ル
堂
の
禮
舞
式
た
キ
、
く
Q

　
午
後
二
時
か
ら
η
チ
ミ
ア
線
電
車
で
チ
ヤ
ル
ス
タ
ウ
ン
の
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
へ
散

三
六

歩
に
行
・
奇
」
、
宥
…
名
な
紀
念
碑
の
中
へ
入
る
。
今
ま
で
ゆ
μ
、
鞠
玉
目
に
唯
ご
塊
の
石
碑
だ

定
の
み
思
っ
て
ゐ
六
の
に
、
來
て
見
て
、
之
が
花
歯
石
の
積
み
上
げ
で
あ
り
。
申
に

二
百
・
九
十
四
段
の
階
段
に
よ
っ
て
上
ま
で
上
れ
る
に
匡
古
い
象
Q
（
碑
の
高
さ
二
百

五
十
吸
し
）
碑
の
項
上
で
ヴ
ア
ジ
ニ
ア
か
ら
見
物
に
來
糞
一
期
學
教
師
に
會
ひ
、
バ

ン
カ
ー
ヒ
ル
の
㎜
職
闘
帯
田
時
の
説
明
為
し
て
世
貝
つ
表
。
そ
れ
馳
か
ら
ボ
ス
下
ン
た
経
て

昂
ろ
。夜

ほ
ナ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
か
ら
の
音
樂
が
聞
え
て
、
午
前
一
瓢
愚
ま
で
績
い
糞
。
夜

牛
前
、
余
り
高
音
な
の
で
電
流
か
弱
め
ろ
。

　
今
日
ば
米
國
全
膿
「
父
親
の
日
」
ミ
い
ふ
の
だ
が
、
人
に
皆
忘
れ
て
五
っ
て
る
る

ら
し
・
o

　
　
レ

六
月
十
六
日
（
易
）

朝
＋
暗
か
ら
天
丈
憂
。
例
の
通
り
大
姦
ラ
ン
雲
の
研
究
。
c
舘
か
ら
飛
行
槻

が
見
え
る
ビ
い
ふ
の
で
婦
人
た
ち
大
騒
ぎ
。

　
シ
ヤ
。
フ
レ
ー
一
家
匡
今
目
門
か
ら
ウ
ザ
ホ
ー
財
へ
遽
日
者
に
9
行
つ
ナ
ρ
O

　
夕
方
、
ハ
ー
ヴ
ー
ド
大
學
ヤ
ー
ド
へ
胡
人
で
散
歩
し
て
見
ろ
。
大
軍
に
明
日
が

〃
ラ
ス
・
デ
ー
な
の
で
、
何
所
も
其
の
準
備
で
大
占
ひ
。

六
月
十
敷
目
（
火
）
　
　
ξ

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ス
　
デ
　

　
今
日
ほ
大
學
の
同
窓
丑
日
で
、
あ
曇
り
ば
大
正
に
ひ
、
自
分
等
に
キ
ン
グ
歌
授

夫
妻
に
案
内
さ
れ
て
、
午
後
四
時
か
ら
チ
ヤ
ル
ス
河
向
ひ
の
ス
テ
デ
ウ
ム
へ
行
き

有
名
な
グ
ラ
ス
デ
ー
式
な
見
ろ
。
各
グ
ラ
ス
の
行
列
、
チ
ー
ア
、
演
説
な
ご
、
ロ
最

後
に
、
切
紙
戦
が
あ
っ
れ
。
同
窓
生
の
中
に
、
一
入
六
五
年
卒
業
亡
い
ふ
老
人
が
交
っ

て
ゐ
六
の
に
は
謡
い
糞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ニ
　
っ

　
夜
に
に
大
要
ヤ
ー
ド
の
中
に
日
本
提
灯
の
章
魚
釣
q
で
立
涯
に
飾
ら
れ
、
ン
イ

ド
ナ
ー
舘
の
石
段
で
は
グ
リ
ー
。
ク
ラ
ブ
の
入
潮
・
の
合
唱
が
あ
ろ
9
そ
れ
に
樂
隊
も

加
っ
て
、
全
く
の
御
祭
り
書
分
、
自
分
等
に
、
や
ば
リ
キ
ン
グ
氏
か
ら
貰
つ
糞
切

符
で
入
揚
。

訣
月
†
八
日
（
水
）

　
そ
ろ
一
大
マ
セ
ラ
ン
雲
の
中
の
攣
光
星
の
攣
光
曲
線
が
出
來
始
め
ろ
。
此
の

大
雲
の
方
に
今
ま
で
誰
も
手
為
付
け
な
か
つ
象
の
で
あ
る
か
ら
、
今
何
物
か
穿
出
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て
護
る
毎
に
興
味
が
あ
る
氣
が
す
る
が
、
残
念
な
事
に
，
小
雲
の
方
に
比
べ
て
日

順
の
好
都
合
な
爲
眞
原
板
が
少
な
い
の
で
、
仕
亭
に
一
通
り
で
な
い
。
比
較
的
に

微
星
の
曲
線
に
明
か
で
あ
ろ
が
、
十
五
等
級
の
も
の
に
に
攣
光
の
土
塁
が
上
ら
な

い
の
が
可
な
り
あ
る
O
こ
う
し
六
も
の
か
O

蹄
途
、
電
車
の
中
か
ら
、
ふ
ε
見
ろ
マ
・
、
元
の
ワ
シ
ン
ト
ン
．
エ
ル
ム
の
所
に

0
8
蠣
彰
馨
喜
喰
8
ω
ρ
。
器
ぐ
」
い
ふ
新
し
い
命
名
の
金
板
が
立
て
ら
れ
て
あ
る

六
月
や
九
圓
（
木
）

　
朝
九
時
牛
過
か
ら
大
工
の
シ
ヴ
ァ
庭
で
卒
業
式
が
開
か
れ
る
の
に
出
席
。
式
に

行
列
入
場
に
始
ま
っ
て
、
合
唱
や
ら
演
説
や
ら
學
位
一
二
空
咳
與
や
ら
，
嚴
め
し

く
匡
あ
ろ
が
、
一
宇
の
氣
分
が
落
付
き
過
ぎ
て
み
ろ
の
が
、
何
だ
か
ア
メ
可
寒
流

で
な
い
や
う
に
感
じ
カ
・
ラ
テ
ン
語
の
遊
観
が
あ
っ
糞
の
に
當
て
ら
れ
れ
。
学
位

な
得
二
者
の
申
に
日
本
人
の
名
も
三
つ
四
つ
あ
っ
糞
。

　
午
後
ほ
天
丈
甕
。
四
時
雫
頃
、
突
然
コ
ン
ニ
ー
ド
・
ヂ
ヤ
ン
ク
シ
ヨ
ン
の
ス
ト

ー
ン
牧
師
が
來
訪
ぜ
ら
れ
六
の
で
、
　
一
通
り
天
三
三
眞
や
望
遠
鋭
な
ご
た
見
ぜ
表

後
，
自
室
で
宗
教
論
為
し
れ
。

　
日
本
か
ら
の
抗
議
に
欝
す
ろ
ヒ
ユ
ズ
國
務
卿
の
回
答
が
獲
表
さ
れ
れ
。
く
ご
く

て
、
し
か
も
少
し
も
要
黙
に
鯛
れ
て
る
な
い
。
之
れ
で
に
外
交
論
戦
略
し
て
日
本

大
勝
だ
。

六
月
二
十
日
（
金
）

　
午
前
申
、
宅
で
ロ
ー
ヤ
ル
天
文
學
會
史
為
讃
む
。
午
後
ば
天
下
璽
Q
夜
、
ソ
デ

オ
の
ハ
イ
ネ
ス
式
に
増
電
准
施
こ
し
て
成
功
し
れ
。
し
か
し
、
音
量
ぱ
大
き
く
な

い
〇

六
月
二
十
団
B
（
・
エ
）

　
夕
方
、
加
藤
氏
來
訪
Q

山（

雌
�
�
蒼
ｬ
日
（
日
）

　
朝
＋
一
時
か
ら
、
レ
デ
ナ
た
受
け
て
ボ
ス
ト
ン
の
聖
ポ
ー
ル
會
堂
の
禮
拝
式
な

開
く
。
結
横
な
世
の
申
な
る
哉
Q

　
午
後
、
非
常
に
暑
い
。
夕
方
は
北
ケ
ン
プ
可
ヂ
へ
散
歩
し
て
活
動
書
立
見
る
。

六
月
二
†
一
禺
日
（
月
）

　
午
後
四
時
、
天
交
宜
な
掛
で
、
ミ
セ
ス
・
ホ
ラ
ン
ド
方
な
訪
れ
糞
後
、
電
車
で
瀞

ス
ト
ン
へ
行
く
。
平
冠
遇
然
先
日
の
ス
ト
ー
ン
牧
師
に
會
び
、
早
速
宗
敏
論
の
つ

穿
キ
、
。
「
来
國
の
諸
教
會
が
國
旗
た
拝
ん
で
み
ろ
の
ば
何
故
で
す
か
」
ビ
堅
い
象
の

に
、
先
生
大
に
弱
つ
糞
ら
し
い
。
ボ
ス
下
ン
の
本
屋
で
新
し
い
カ
ナ
ダ
の
ベ
デ
カ

ァ
案
内
た
買
っ
て
麟
る
〇

六
月
二
十
二
日
（
火
）

毎
日
暑
い
一
。
昨
年
も
今
頃
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
。
べ
一
の
Y
M
カ
ン
プ
で
此
の
通

り
だ
っ
六
。

春
月
罵
十
二
日
（
水
）

　
天
山
叉
一
室
ぜ
」
こ
も
、
㍉
』
も
暑
い
の
て
困
っ
眠
ム
O
午
後
、
案
、
暖
畔
並
副
ほ
九
十
山
ハ
度
な

指
す
。
三
時
頃
、
黒
雲
が
西
北
か
ら
襲
っ
て
來
て
、
に
ば
か
に
大
雷
雨
ぜ
な
つ
公

が
其
の
御
蔭
で
氣
温
に
急
に
六
十
入
度
に
下
つ
六
〇

　
プ
リ
ン
ス
㍗
ン
の
ラ
ソ
セ
ル
　
教
授
か
ら
「
入
月
の
會
に
衛
…
目
に
．
か
y
る
時
、
心
訴

玄
談
た
し
ま
ぜ
う
」
ぜ
い
ふ
手
紙
が
來
六
〇

六
月
島
噛
六
日
（
木
）

　
例
の
通
り
、
天
丈
蔓
の
C
舘
で
大
型
の
爲
眞
原
板
々
あ
づ
か
っ
て
み
る
ビ
、
三

時
、
頃
ふ
ミ
し
表
拍
子
に
右
手
准
蜂
に
さ
㌧
れ
☆
o
自
分
1
1
蜂
に
や
ら
れ
糞
の
に

之
れ
が
生
れ
て
始
め
て
だ
。
早
速
、
ミ
ス
・
チ
ー
カ
ー
に
ア
ム
モ
ニ
ァ
水
為
落
し
て

貰
っ
て
難
た
防
い
だ
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
の
測
地
學
部
の
W
瀞
ヰ
ー
氏
か
ら
十
月
の
ア
ド
リ
ド
の
大
會
に
關

す
ろ
親
切
な
手
紙
為
二
つ
れ
。

血ハ

雌
㍼
¥
七
日
金
）

　
ブ
ル
ー
ス
板
で
大
マ
セ
ラ
ン
の
筑
叩
五
㎞
野
た
絵
励
査
す
る
こ
ピ
に
A
コ
日
で
一
・
き
り
に
．

す
る
。
微
星
の
憂
光
曲
線
ほ
可
な
り
の
数
が
出
來
れ
が
、
十
五
等
ぐ
ら
み
か
ら
上

の
や
つ
に
べ
ー
チ
板
で
一
涌
｝
り
槍
べ
て
見
る
必
要
．
か
あ
る
。

　
夕
方
散
歩
。

六
月
一
團
十
八
日
〔
土
）

　
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
の
田
中
舘
博
士
か
ら
も
、
例
の
ロ
マ
学
で
、
マ
ド
リ
ド
の
地
球
物

理
大
畠
に
隠
す
ろ
手
紙
々
這
い
六
。
そ
れ
で
、
い
よ
一
目
分
霊
も
九
月
十
日
出

帆
の
フ
レ
ン
チ
線
パ
リ
號
に
乗
る
ミ
決
心
す
る
。

　
午
後
、
べ
ー
チ
爲
眞
板
の
カ
タ
ロ
ー
グ
准
作
る
。
三
時
頃
、
突
然
後
藤
田
川
上

三
七
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爾
氏
が
來
訪
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
中
為
案
吋
し
象
後
、
日
来
問
題
な
ご
話
す
。
後
藤

田
茂
も
自
分
も
主
戦
論
者
で
大
に
意
氣
投
合
し
お
0

　
宅
へ
に
、
午
後
四
晴
頃
、
ミ
ス
・
モ
ー
リ
が
遊
び
に
來
ら
れ
、
英
子
に
宣
讐
躁
な
ご

見
ぜ
六
由
。

　
夕
方
、
チ
ヤ
ル
ス
河
艦
ま
で
散
歩
。

六
月
　
†
嘱
日
（
日
）

午
後
二
時
頃
か
ら
ダ
下
ソ
イ
線
の
電
車
で
ド
ル
チ
エ
ス
タ
ー
へ
行
き
、
東
カ
テ

ー
ツ
通
ニ
ウ
ヘ
ヴ
ン
鐵
渣
線
の
東
側
に
回
れ
に
て
糞
壁
ン
ド
天
丈
墓
の
奮
家
な
訪

ね
六
。
百
年
以
前
に
之
れ
が
来
國
唯
一
の
天
文
豪
で
あ
つ
で
、
、
今
の
ハ
ー
ヅ
ー
ド

天
丈
墓
の
親
許
な
の
だ
定
思
ふ
亡
大
に
感
が
深
い
。
篇
眞
な
一
ご
枚
撮
り
、
そ
れ

か
ら
南
瀞
ス
ト
ン
の
海
岸
に
出
、
電
車
で
瀞
ス
ト
ン
へ
行
き
、
二
時
頃
麟
宅
Q

六
局
㎜
轟
雫
日
（
月
）

　
朝
九
時
か
ら
天
丈
墓
Q
べ
ー
チ
原
板
の
カ
タ
ロ
」
グ
な
終
ろ
。
長
時
間
撮
影
の

爲
眞
板
が
少
な
い
の
で
、
結
果
の
見
込
ば
有
望
で
な
い
。

　
午
後
七
時
牛
、
散
歩
の
つ
い
で
に
リ
ニ
ア
ン
通
の
ホ
ラ
ン
ド
方
か
訪
ひ
、
明
日

臨
き
越
し
て
來
る
こ
ミ
に
つ
き
種
々
打
ち
合
ぱ
ぜ
す
。

　
午
後
九
時
．
か
ら
、
ラ
イ
テ
ン
君
の
案
内
に
よ
り
、
招
か
れ
て
大
學
永
リ
ス
舘
に

C
T
づ
ー
プ
ラ
ン
ド
教
授
潜
訪
問
。
同
舘
の
入
口
に
椅
子
為
持
ち
出
し
て
、
他
の

七
人
の
男
女
學
生
愚
亡
共
に
種
々
の
話
し
た
し
六
〇
白
分
に
、
ア
メ
り
力
基
督
敷

の
批
評
か
ら
，
日
本
に
於
け
る
精
紳
蓮
動
に
關
す
る
私
見
た
可
な
り
話
し
☆
ぐ
」
こ

ろ
が
、
相
當
に
箇
味
な
惹
い
糞
ら
し
い
。
此
の
種
の
来
國
智
識
階
級
に
ば
東
洋
の

思
想
文
化
の
贋
櫨
が
少
し
に
分
っ
て
來
て
る
る
蜜
見
力
。

三
八

謹

賀

親

大
正
十
四
年
一
月
一
日

年
上
　
田

黒

蝿
　
木
　
俊
　
馬

小
　
野
　
尚
　
次

小
林
忠
次
郎

能
　
田
　
忠
　
亮


